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1 は じ め に

バラは一度定植すると5～ 6年栽培を続けるため,過剰
施肥は塩類集積等の問題を引き起こす。本試験では,冬切
り型栽培における年間適正窒素施肥量を明らかにするため

,

液肥と有機質肥料を用い,3～ 4年株の施肥量と生産力に
ついて,1990～ 1991年に検討した。

2試 験 方 法

0)試験区構成
施肥量は表 1に示すとおりで,1区面積 l nfの 1区制と
し,区ごとに深さ60mま で塩化ビニル板で仕切った。

表 1 試験区構成

2)耕種概要
細粒褐色森林土 (Lic)の ガラス温室で,品種 `ソニア '

を用い,1988年 3月 30日 に切接ぎ苗を 1区 10株ずつ定植 し

た。栽植距離はベッド幅80cm.通路70cl,株間25m,条間
30cmの 2条植えとした。 90,'91年 とも7月 上旬に一部剪
定折曲げ法で夏季剪定をし,8月上旬に最終摘心を行って,

9月上旬から翌年の6月 まで収穫を続けた。10月 から翌年

5月 までの低温期は最低温度16℃ に加温した。

6)調査方法
収量は5枚葉を 2枚残して採花し, 1月 から12月 まで調
査した。土壌養分は月 1回表層 (0～ 15m)を採土し,常
法により分析を行った。 4年目の栽培終了後,'92年 1月
14日に栽培跡地土壌を表層 (0～ 15cn),次 層 (15～ 30ol),

下層 (30～ 45m)に分けて採土し分析を行った。養分吸収
量は液肥と有機質肥料を併用 (N76g,P20,398,K20
51g/♂)して栽培した株より,'91年 10月 28日 に切花を

採取し,葉,茎,花の部位別に分けて,常法により分析を
行った。

3 試験結果及び考察

'90年ど 91年 (3年株と4年株)の平均収量をみると,
液肥 4区と有機質 1区,4区の生産力がやや低かったが ,
他の区は同等で,肥料の種類及び施肥量の違いによる明確
な差は認められなかった (表 2)。

表 2 肥料の種類及び施肥量の違いが生産力に及ぼす
影響

注 株当たり採花本数,良花本気 切花新鮮重,切花長
の分布割合の数値は1990年,'91年の平均値。良花
は切花長25on以上で病害虫,茎の曲がりのないもの。

土壌養分分析結果から,液肥区,有機質肥料区とも土壌
pHは ,施肥量が多いほど酸性で推移 した。適正土壌 pH
は65前後とされており,液肥区,有機質肥料区とも1区 ,

2区 ,3区が適正範囲内と考えられる (図 1,3)。
ECは ,液肥区,有機質肥料区とも施肥量が多いほど値
が高く推移し,特に,液肥 4区の6月 と12月 (図 2),有
機質肥料 4区の8月 が高かった (図 4)。 液肥 4区の 6月

は夏季剪定準備のために灌水を控えたためと考えられ,12
月は地温が低下したため硝酸態窒素の吸収が進まず,有機

質肥料 4区は8月 の夏季高温期に肥料の分解が急激に進ん

で,いずれも硝酸態窒素が蓄積したため値が高くなったも

のと思われる。硝酸態窒素の適正値を EC値からみると02
～05m S程度とされており,液肥 2区 , 3区 と有機質肥

料 3区が適正範囲内と思われる。

4年目の栽培跡地土壌の分析結果を表 3に示した。今後

更に栽培を続けるものと仮定した場合,適正値は pH 65,

EC 03mS,硝 酸態窒素含量10mg/100g程度と考えられ,
液肥 2区 ,3区 と有機質肥料 2区 ,3区 ,4区が適正範囲
内と思われる。液肥 4区は下層土まで硝酸態窒素含量が多
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図 1 液肥施肥量の違いとpHの時期別推移

(mS)

図4 有機質肥料の施肥量の違いとECの時期別推移

注 1992年 1月 14日色 表:剰冒0～15m,下 :刊冒∞～45襲

表4 部位別養分含量 (%)及び吸収量 (g/ピ )

注 平均切花重201g,株当たり採花本数439本 . 1ピ
当たり10株植栽 (ベ ッド幅80cm,株間25cI.条間30
col)。

4 ま と め

パラ冬切り型栽培の品種 `ソ ニア'において,窒素施1巴

量が生産力並びに養分吸収量,土壌に及ぼす影響について

検討した結果,lr当たりの年間適正窒素施肥量は,速効
性の液肥を施用する場合は75g程度,緩効性の有機質肥料

を施用する場合は75～ 110g程度と考えられるが,有機質

肥料を施用する場合,リ ン酸の蓄積に注意する必要がある。
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図 2 液肥施肥量の違いとECの時期別推移
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図3 有機質肥料の施肥量の違いとpHの時期別推移

く,酸性に傾いていることから施肥量が多すぎ,逆に有機

質肥料 1区 は硝酸態窒素含量が少なく,施肥量が不足して

いると考えられる。各区とも,交換性塩基含量は適正範囲

内と思われたが,有機質肥料を施用した場合,リ ン酸の蓄

積がみられた。

植物体分析から, 1ピ 当たり (10株 )の窒素吸収量は
598gで ,肥料の利用率を考慮すると,l llf当 たりの年間

適正窒素施肥量は,速効性の液肥を施用する場合は75g程

度,緩効性の有機質肥料を施用する場合は75～ 110g程度

と考えられる (表 4)。

表3 栽培跡地土壌養分分析結果
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